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1. はじめに

体育センターでは，平成21年度より「知の

競争時代における大学体脊モデルの再構築に関

する実践研究J(通称SPERTプロジェクト〉に

取乃組んで、いる。この中で¥新しい大学体育カ

リキュラムについて検討を重ね，平成23

より新構想に基づくカワキュラム(以下，新カ

リキュラム)を試行的に実施することとなった。

本報告は，新カリキュラムの評価の一環として，

SPERTプロジェクトグループ3(以 F，G3) 
が行っている研究活動の一つである{学生によ

る授業評価j作成の試みをまとめたものである O

2. 鏡査票の作成

体育センター SPERTプロジェクト G3授業

評倣ワーキンググループでは，以下のような手

続きで調査票を作成した。

なお，調査票作成過程の詳細を表 1に示す。

2.1.欝査項自の収集

部査項呂は主に， a.大学体育の自己点検-自

己評価iハンドブック， b. 筑波大学卒業生に対ー

する共通科目 f体育Jに関するアンケート，

表1 調査察作成過程

日報 枠組み tな内符

2010110/20 

2010/10/27 G3WG 以内の収集

2010/1ν10 G3WG rrlllの核地・分昔話

2010/11/17 G3WG m nの総選.各科11創刊瓜I'lの追加1

2010/11/22 G3会議 以引の輪選

2010/12/1 G:3WG 1[1]持法の検討

2010/12/6 G3会E議 調子裟の殺íJ~ と検iトi

2010/12/8 G3WG Jl~ !lの I*J将・ぷ令jの修正

2010/12/13 G3会議 誠子手出修正業の~t/J~ と検討

2010/12/15 G3WG 項目の再検討

2011/1/7 正諜会議 総査実施のための連絡・調整

2011/1/12 センター会議説資票案の提示と承認

2011/1/24 G3WG 項目の内谷・詩句の修正

2011/1/24 G3WG 予備調査実施(学~I:=. 20名)

2011/1/24 G3WG 項目の最終修正

201ν1/27 G3WG 調査票の完成

C. 共通科iヨ「体育」の授業に関する調査(現行

の授業評価)， d. 新カリキュラム f筑波体育j

の教育目標，の 4つの資料から収集した。 4つ

の資料の概要および収集した項目を以下に示す。

a.大学体育の自己点検・自己評価ハンドブック

大学体育の自己点検・自己評価ハンドブック

は，大学体育連合 (1993)が作成したものであ

り，大学体育の自己点検・自己評舗の視点と評

価iすべき項目について述べられている O その後

半には，各大学から収集した評filli:項iヨの事例集
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が掲載されている O 本研究ではそのiゃから，授

業の言，-，出iや運営に関する 6項目，指導方法や授

業形態に関する 11項目，授業の内容や効果に

関する 17~民自，計-34 項告を資料として用いたo

b. 筑波大学卒業生に対する共通科呂「体育j

に関するアンケート

筑波大学卒業生に対する共通科目 f体育」に

慨するアンケートは. I司SPERTプロジェクト

グループ 1(以下， G1)が，これまでの体育セ

ンターの教育活動の効果を明らかにするために

行ったものである。質問項告は，筑波大学およ

び体育センターにおけ'る「体育Jに関する文献

5つおよび教員今のヒアリングの内容からキー

ワードを抽出して作成されている(詳細は，本

誌G1報告を参照)。本研究では，卒業生に対

する調査により得られた有効回答530通を因子

分析した結果である，授業の内容や効果に関す

る4保子 30項目と授業の運営等に関する 10項

目， u-，・40項目を資料として用いた。

C.共通科iヨ「体育」の授業に関する調査

共通事I-I~I r体育jの授業に関する調査(以下，
現行の授業許税lj)は，橘ら (2005)によって作

成された学生による授業評価である O 体育セン

ターの教育活動の評価の一環として 2002年度ー

から現在まで毎年実施されている。本研究では，

現行の授業評価との比較を可能にするため，現

行の授業評価における全ての項目である，授業

の運営や指導法に関する 8項目授業の内容や

効果に関する 8項目総合的な観点に関する 3

項目共通体育全般に関する 6項目，計25項

目を資料として用いた。

d.新カリキュラム「筑波体育jの教育自襟

新カリキュラム「筑波体育Jは，同SPERT

プロジェクトグループ2(以下， G2)が作成し

平成23年度より試行される新しい大学体育カ

リキュラムの理念と教育自擦について定めた

ものである。教脊目標は， 1健康・体力およ

びスポーツ技術に関する基礎的知識や思考力，

実践力の養成， 2.豊かな心と社会性(コミュニ

ケーションカー リーダーシップ等)の醸成. 3. 

返しい精神，高い倫理観の育成， 4.スポーツ

文化の知的解釈力・鑑賞力のj函養， 5.自立的

に自己を成長させ続ける力の福養，の 5つで構

成されている O 本研究では，教育B標に却した

授業評価を作成するため，この 5つ教育自標を

項目整理の際の資料として用いた。

2.2.調査項自の作成過程

①項目の3受理・分類

まず，資料より収集された項宮を，類似した

項目は統合し意味内容が唆味な項毘および本

調査の意匡!とは一致しない項目を削除した。そ

の後，評価内容ごとに，授業の計画や運営に関

する項母 (14項目)，指導法に関する項目(10

項呂)，授業の内容や効果に関する項目 (29項目)

に分類した。さらに，授業の内容や効果に隠す

る項毘については， 2.l.dに示した新カリキュラ

ム「筑波体育」の5つの教育目襟ごとに分類した。

②項目の精選

次に，項目の精選と内容の修正を行った。項

目の務選および修正の基準としては，回答者の

答えやすさを考慮し内容が分かりやすく 1つ

の項目に二重の意味を含まない表現にするこ

とO 調査時間を考慮し現行の授業評価i可様に

調査用紙は B4用紙の表裏に収まる分量にする

こと O 特に授業の内容や効果に関する項目につ

いては，授業の自標と効果の整合性をはかるた

め，教育目標に却して項目の精選と表現の修

正を行うこととした。これら一連の作業を WG

内外の検討を含めて繰り返し行い，調査項目の

精級化を図った。

③各科目独自項目の迫力IJ

加えて，他大学の授業評価を参考に，各科目

独自の項目(教員が独自に索開を設定できる項

目)の欄を追加した。

③項自の修正と予備調査

さらに，正課体育委員会との調整の上，授業

運営上評価が必要な項告を追加し現行の授業

評価との比較を可能にするため項目ごとに再検

討を行った。その後，体育センター会議にて評
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髄票〈案)を提案し得られた意見をもとに楼

正を行った。

最後に.学生 20名に対して予錦鶏査を行い.

意味内容の分かりにくい項目および回答しづら

い項呂について最終修正を行った。

2.3.回答法

それぞれの質問項弓についての回答法は.16. 

+十十. 5.十十. 4.十. 3.一.2.一一. 1.一一一j

の6件法とした。検討の過程では.中間憶を与

えて詞答をしやすくすることや得点の差を明確

にする目的から 5件法の選択肢も提案された。

しかし現行の授業評価や卒業生に対するアン

ケートとの比較を可能にすること， 6件法と 5

件法で回答の傾向に大きな差異はみられないと

いう指摘から，最終的に 6件法を選択した。し

たがって，由答の範開は 1~6 で，理論的な中

間{直(+-0) は3.5となる O

2.4. 

上記検討の結果，以下の内容ごとに計42の

質問項呂と各科昌独自の項El.および日由記述

された。作成さ を 1に

不す。

A)学生の出席状況と熱意 (2項目)

現行の授業評価では，出席状況と熱意が 1項

iヨであったが，二重の意味を含まない表現にす

るため.2項iヨ[1.授業への出席状況がよかった。

2.熱意ある態度で授業に取り組んだ。]とした。

B)共通体育全般について (6項自)

共通体育全般について， 6項目[1.科目選択

のオリエンテーション(履修の説明)は役に立っ

た。 2.開設科目の種類・数は適切であった。 3.

科自選択の方法は適切であった。 4.今年度の

体力測定(体育館，陸上競技場)は役に立った。

5.今年度の全体講義 (1年次 ;1学期. 2年次，

I学期および3学WL3・4年次;1学期)は役
に立った。 6.r科目選択優先制度jは必要であ
る。]を設定した。なお，現行の授業評価との

主な変更点は，項目 2.3を新設し全体講義

に関する項目 5.を3項目から l項自にまとめ

た点である O

C)授業の運営と (13項目

授業の計画や運営についての 7項目[1.学膏

呂探が明確に示されていた。 2.授業は学丹こ

心にあつたものでで、あつたo 3.授業に計i盛が見

られた。(シラパスを含めて)4.授業でとりあげ

るテーマ内容は精選され.適切で、あった。 5.授

業の流れ・時間配分が適切であった。 6.成績の

評舗法は公平かっ公正であった。 7.雄投や用具

は適切であった。J.授業の指導法についての 6

項目 [8教員は授業に関わる十分な知識と高度

な専門性を 1~1fえていた。 9. は内容をRRi砕し

やすく教えた。 10.

じられた。 11.教民は

組んだ。ロ.数民と

の授業運営に工夫が!盛

を持って授業に取り

とのコミュニケーション

があった。 13.学生の体んや技術レベルーJi1!解の

程度をいつも考慮して授業が進められた 0]，の

計 13項目を設定した。現行の授業詳細iとの主

な変更点としては項 [:11. 2. 4. 5 を新設し

その他のmr=-Iは表現の修正等を千トコた。
D)援業の効果 (20項目)

授業の効果について.新カリキュラムの 5つ

の目標ごとに 4項目ずつi汁20.IJfUを;没)Eした。

目標ごとの項目は，以下の通りである。

目標1.健康・体力およびスポーツ技術に隠

する基礎的知識や思考力 4項目[1.龍康・体

力の維持増進に役立った。 2.健康・体力に関

する知識や方法を理解した。 3.スポーツ・運

動の技能向J二に役立ったo 4 スポーツ・運動

の知識や方法を理解した。]。

皆様 2.豊かな心と社会性(コミュニケーショ

ン力， リーダーシップ等)の醸成 4項目[5. 

学生同士のコミュニケーションがとれた。 6.

新しい人間関係ができた。 7. リーダーシップ

や協調性が身についた。 8.スポーツ・述勤を

することにより，爽快感や喜びが得られた。Jo

話機3.遅しい絹千111，高い倫理観の育成4項

目[9.問題解決能力が身についた。 10.新し

い課題に取り組む姿勢が身についた。 11 他者
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を尊重できるようになった。 12.マナーや礼節

を身につけることができた。]。

目標 4.スポーツ文化の知的解釈力・鑑賞力

の極養4項目 [13.生涯にわたってスポーツ・

運動を実践する必要性を感じた。 14.スポーツ・

運動を見るはが養われた。 15.スポーツ・運動

を支援してしEく価値を理解した。 16.スポーツ・

運動の文化的・芸術的価値を理解した。]。

11楳 5.目立的に自己を成長させ続ける力の

j面接4項目 [17.JJi代社会におけるスポーツ・

逃動の意義・価値を理解した。 18.スポーツ・

遊説jを環境や社会との関わりの中で捉える力が

詫われた。 19.内己と向き合い，高めていく力

が身についた。 20.物事を意欲的に笑践する力

が身についた。]。

現行の授業評価との変更点は，項目 6.7. 9. 

10. 11. 18. 20を新設しその他の項呂は表現

の修正，項 I~I の分割を行った点である O

E)総合的な観点から (1項目)

総1t 1~1告な観点から体育の満足度についての l

項目[1.総合的に評価して，私が受けた体育

の授業に満足している。]を設定した。

F)各科日独i当の質・l'丹(必要数)および自由

記述欄

各科目独自の質問として，授業の運営や指導

法と授業の効果について，各教員が任意で設定

できる項 1::1の欄を新たに設けた。また自由記述

の欄は，現行の授業許制iで3つに分かれている

ものを末尾に lつにまとめて設定した。

2.5.本鶴査慕の特撤

今回新たに作成された「学生による授業許制」

の特徴は，一つに教育目標に郎した授業評価で

あり， もう一つに教員各日の学習目標に対する

評価ができる点である。

まず.教育目標にfllJした授業評価であるとい

う点について，現行の授業評価は，教育目標に

関するキーワードを抽出しであるものの，直接

的に目標に対する効果を測定するものではな

かった。また.授業の効果に関する項倍数も 8

項目と少なかった。それに対して本調査票は，

D)授業の効果についての項目を教育自標ごと

に配置したことで， 目標に対する効果の測定を

可能にした。また項目数も計20項目となり，

より詳紹に授業の効果を測定できるようになっ

た。なお，今回設定された 20項目は，一つの

科目で全ての項目の効果をねらうということで

はなく，各科Eがどの教育目標に対してより効

果を得られるのか，比較検討により科目の特鍛

を明らかに上でも有用であると考える O

次に，教員各自の学習目標に対する評価がで

きるという点は，今回新たに設定された試みで

ある O これにより，教員各自が立てた学習呂標

等に対する評価が可能になり，授業の質の向上・

改善に役立つ資料となると考える。

おわりに

本報告は，平成 23年度より試行される新カ

リキュラムに対応した「学生による授業評価j

作成の過程をまとめたものである。今後，本調

査を実施し誠査用紙の妥当性を検討する必要が

ある O また SPERTプロジェクトとして，今後

現行の授業と新カリキュラムの授業を比較し、

効果を検証していく必要があると考える。

付記

本報告は. 日本学術振興会科学研究費補助金

基盤研究 (A) (課題番号21240060) の一部で

ある O
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学生用授業評髄SPERTプロジェクトG3

共通科 Br体蕎jの授業に慢する調査

筑波大学体湾センター
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A1.学類・専門学群コード表

1 I 0 人文

比文
1 I 2 日日
1 I 3 社会

1 I 4 国際

1 I 5 毅膏

1 I 6 l iI~;\l'里
I 7 障害Z

A2学年コード表

亡王コ1年仁互コ2年 仁亙コその他(研究生i総務生駒
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A. あなた自身について
とても まったく
+++ 十+ 十

授業への出席状況がよかった。 6 5 4 3 2 

2 熱意ある態度で授業に取り組んだ。 6 4 3 2 

B. 共通体育全般について
とても まったく
十+十 +十 十

1 科自選択のオリエンテーション(鐙修の説明)は役に立った。 6 5 4 3 2 

2 開設科岳の種類“数は適切であった。 4 3 2 

3. 科毘選択の方法は適切であった。 6 5 4 3 2 

4 今年度の体力測定(体育館、陸上競技場)は役に立った。 6 5 4 3 2 

5φ 今年度の全体鱗畿(1年次:1学i低 2年次。I学級および3学期、 3.4年次1学紛)は役に立った。 6 4 3 2 

6. 「科目選択優先制度滋，jは必要である。 6 5 4 3 2 

※1 r科次同選択第後i特鋭鐙機の恥磁とi立、 1年次の体瞥で41彊由選iこ外れ第2章者iI!以下の滋§を巡択することになった学生に対し、
2年で を優先的に遺書沢できる恥lを保証する制度です。

C. 授業の運営や指導法について
とても まったく

Q盟業の針甑や運墜について 十++ ++ + 

1 学習自擦が明確に示されていた。 4 2 

2 操業は学生の隣心にあったものであった。 5 4 3 2 

3 授畿に長十屈性が見られた。(シラパスを含めて) 6 5 4 3 2 

4.謀議でとりあげるテーマ内容は精選され、適切であった。 4 2 

5 授業の流れ・時間配分が適切であった o 5 4 3 2 

6 成織の評価法は公平かつ公正であった。 6 5 4 3 2 

7 施設や用具は適切であった。 6 5 4 2 

とても まったく
Q援業の指護法について +++ 十十 + 

8 教員は授業に関わる十分な知識と高産な専門性を備えていた。 5 4 3 2 

9 教員は内容を理解しやすく教えた。 6 5 4 3 2 

10 教員の操業運営に工夫が感じられた。 5 4 3 2 

11 教員は熱意を持って授業に取り組んだ。 5 4 2 

12 教員と学生とのコミュニケーションがあった。 4 2 

13.学生の体力や技術レベル、理解の程度をいつも考躍して授業が進められたo 6 5 4 3 2 

ー副今 裏語に続く

2 
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D. 捜議的効果について

とても まったく

+++ ++ + 

i 鍵譲・体力の維持増進に役立った。 6 5 4 3 2 

2 健康・体力に関する知識や方法を理解した。 6 5 4 3 2 

3 スポーツ・運動の技能向上に役立った。 6 5 4 3 2 

ヰ スポーツ・運動の知識や方法を理解した。 6 5 4 3 2 
一一一一一一

5 学生向土のコミュニケーションがとれた。 5 4 3 2 

6 新しい人間関係ができた。 5 5 4 3 2 

7. 1)ーダーシップや協誤性が身についた。 5 4 3 2 

8 スポーツ・運動をすることにより、爽決感や蓄びが得られた。 6 5 4 3 2 

9 問題解決能力が身についた。 6 5 4 2 

10 新しい課題に取り組む姿勢が身についた。 6 5 4 3 2 

11 他者を算盤で、きるようになった。 6 5 4 3 2 

12 マナーや礼節を身につけることができた。 5 4 2 

13 生涯にわたってスポーツ・遥動を実議する必饗性を感じた。 6 5 4 3 2 

14 スポーツ・運動を見る自が芸襲われた。 6 4 2 
一 一一一一世 A一品一一一一_.-

15.スポーツ・運動を支援していく髄値を理解した。 5 4 2 
ー一一一一一一一一一一一園、

16 スポーツ・遥勤の文化的・芸術的価懐を理解した。 6 5 4 3 2 

17 現代社会におけるスポーツ‘運動の意義・価値を理解した。 6 5 4 3 2 

18 スポーツ・運動を環境や社会との関わりの中で捉える力が養われた。 6 5 4 3 2 

19 自己と向き合い、高めていく力が身についた。 6 5 4 3 2 

20 物事を意欲的に実践する力が身についた。 6 5 4 3 2 

3 
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E. 総合的な観点から

とても まったく

十++ ++ + 

ト 総合的に評価して、私が受けた体膏の捜業に満足している。 4 3 2 

F. 各科目独自の覧問

0以下の欄には搾業の揮常や指導法について、 とても まったく

金教員が任意で項目を設定してください。 十++ ++ 十

4 2 

4 2 

5 4 2 

O以下の欄には捜業の効果について、 とても まったく

各教員が任意で項目を設定してください。 +十十 ++ 十

4， 5 4 2 

5 4 2 

5 4 2 

。共通体腎にかかわる希望や意見などがありましたら、自由に響いて下さい。
?“同邑回ω--“制恥凶・・暢輔静情"馴切・・・・ー凶--値凶ー幽岨幽・・・ーー.-回---舗"刷例制蜘輔町四駒田町自由自由旬-------・---刷輔凶柵欄欄欄明担鴫明司・ーーーーーーーーー-----ーー--国恒輔舗嗣網棚"司暢鞠・・0司------回目ーーーーーーーーー-----・ーーー---------輪開骨骨骨--------!
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